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メアリ・ローズ号の考古学シリーズ（Archaeology of the Mary Rose）
呉 凌 霄
テューダー朝のイングランド王ヘンリ 8世は、即位後まもなくかつてないほ



































著 Sealed by Time : The Loss and Recovery of the Mary Rose（Portsmouth）であ
る。残骸の発見から残骸全体の特定、引き揚げ計画とその実施を詳しく論じ、
引き揚げられたメアリ・ローズ号の残骸の全貌を紹介している。





そしてシリーズ第 3巻は上下 2冊に分かれた 1000頁ものボリュームのアレ
クサンドラ・ヒルドレッド Alexzandra Hildred 編 Weapons of Warre : The Ar-









る。2005年に出版されたジュリー・ガーディナー Julie Gardiner 編 Before the





シリーズの第 5巻に当たるのはマーク・ジョーンズ Mark Jones 編の For Fu-
ture Generations : Conservation of a Tudor Maritime Collection（Portsmouth,
2003）である。この巻は 400年もの間水没していた木材、金属、織物とその他
のガラスや陶磁器などについて、メアリ・ローズ博物館での保存作業を紹介し
ている。おそらくこれほど完璧に保存されている 16世紀のカラック造りの船
はメアリ・ローズ号しかないだろう。
これら 5巻の本を通してメアリ・ローズ号の「生涯」、引き揚げ作業、船の
構造、船内遺物と遺物の保存を隈なく理解することができる。1982年 10月 2
日、メアリ・ローズ号がソレント海峡の底から引き揚げられ、かつての母港の
ポーツマス港に入港した時に、港内にある艦船は一斉に汽笛を鳴らし、旗艦の
帰還を迎えた。そして 1984年、メアリ・ローズ博物館は開館し、メアリ・
ローズ号は水中考古学という分野において続けて航行するのである。
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